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はじめに

九州北端部に位置する曽根干潟では，近年になって下潟環境への依存度が特にI断い数種

の烏類が多数越冬するようになった．該当する１種のズグロカモメLarussaundersiの越

冬数の変化についてはすでに報告した（武下ほか1993)．本報告ではもう１つの該当職で

あるツクシガモＴとzdomatadoﾉ･"αについてとりあげる．

ツクシガモはヨーロッパから中央アジア・東アジアにかけて分布する大型のカモ類で，

東アジアでは60,000羽が生息すると推定されている（Rose＆Scottl994)．わが国では有

|ﾘl海に限って普通に渡来する冬鳥として知られてきた（西1111962,清棲幸保1978，高野

1982)．特に有明海西部の諌早湾には集中して生息し，1971年までは通常800羽前後（妓低

約600羽，敢高約1,300羽）が渡来していた（日本野鳥の会1971,柿ＨＩ１９７１，消棲保之

1978,ｉＩｌｉ棲幸保1978)．1980年代には日本野鳥の会の全刷一斉調査によって，全l卿の渡来

数は21羽から98羽の範囲内を変動しており（日本野烏の会研究部1982,1983,1984,

1985,1986，日本野鳥の会研究センター1987)，それ以前に比べて減少したと考えられ，

これにもとづき，環境庁のレッドデータブックでは危急稲に位置づけられた（環境庁

1991)．その後，全国の渡来数はいくらか増加して1991年には494羽を記録している（｢1本

野鳥の会研究センター1988,1989,1990,1991,1992)．このようにわが国での本種の渡

来数についてはその変動の傾向は概観できるが，しかし根拠とする情報は断片的であり一

部は不'１２確でさえある（鴨川1989,Brazill991)．また主要な特定の渡来地での長期間

にわたる調査の報告例はこれまで知られていない．

涛者のうち武下と佐本は，これまでそれぞれ独自に曽根干潟において鳥類観察をつづけ

てきた．今回両者の観察記録をあわせることにより，同干潟でのツクシガモの越冬数の年

変化と季節変化を明らかにした．同干潟での越冬動向が，そのまま日本全体のツクシガモ

の個体数変動の傾向を示すとはいえないが，本種の生息状況を明らかにするうえで本報告

は意義あるものである．また，1994年２月には曽根干潟の埋め立てを含む地域開発椛想が

公炎され，これと関連して同干潟の環境保全を考えていくうえでも，本報告は意義ある雌
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礎資料となるであろう．

調査地および調査方法

調査は柵岡県北ﾉし州I|j小倉南区の曽根干潟（33.49'Ｎ，130.58'Ｅ）で行なった（似１１）．

干潟の底質は砂泥画で，大潮の鼓大干潮時には沖合へ約1.7kｍ，面積約500haが1:川する．

海岸線はコンクリートで護岸され，後背地には水川・蝋地・空港敷地などが広がり，４．本

の小河川が干潟に流入している．

武下は1976年１ﾉjから1991年３月まで，ほぼ毎週１回，月に４～５回の頻度で，牌根-1：

潟とその後背地に生息する各種鳥類の個体数調査を行なった．佐本はツクシガモの個体数

調査を1988年１ｊｊから集中的に開始し，1989年１月からは１年を通じてほぼ毎日調杏を継

続しており，ここでは1994年８月までの記録を使川した．この２つの調査から得られた記

録を集計してツクシガモの個体数変動を明らかにした．

武ド，佐木ともに，おもに図１のＡ，Ｂ，Ｃを定点として調査を行なった．烏の移動に

よる誤差をできるだけさけるため，これらの定点間をすばやく、動車で移動して洲街を行

なった．佐木はこれら３点以外にも干潟北側および南西側の護岸上から随時観察を行なっ

た．ツクシガモは一般に潮汐周期に合わせて行動し（柿1111971,Pattersonl982)，曽

根においても採食はおもに千出した干潟上で行ない，干潟が冠水すると干潟南部の後背地

の池（埋め立てられる1981年頃まで利用）や，調盗地の沖合6.5kｍにある人工島（1989年

２月および1993年１月に利用を確認）や，干潟冠水部の海而上で休息していた．武ドも佐

噸
苅田沖土砂処分蝋
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坐

図１．曽根干潟および周辺の地図．Ａ・Ｂ．Ｃは観察ポイントを示す．

Fig.１．MapoftheSon6TidalFlatandtheadjacenLareainnorthernKyushu.Ａ,ＢａｎｄＣ

ｉｎｄｉｃａｔｅｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎｐｏｉｎｔｓ．
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本も調査時間を潮汐周期の特定の時間帯に合わせることはしなかった．しかし干潟上での

採食個体や海面上での休息個体は，その体の大きさから容易に全数をかぞえることが可能

であり，人工島が休息に利用されていた時期においても，数日の期間をかければ潮汐周期

のずれにより越冬個体の大部分を干潟域でかぞえることが可能と思われた．

本報告をまとめるにあたっては，調査者間で調査が同日に重複して行なわれた場合には

最大数をその日の記録とした．１９年間の渡来動向を把握するために，各年度の最大出現

数，出現率，初認日，終認日を求めた．出現率の計算にあたっては，実質的な越冬期間で

ある１２月から４月までのあいだの観察に費やした日数に対する出現日数の割合として計算

した．初認日および終認日は，一時的に通過する個体や，早<に越冬しはじめる個体や，

遅くまで残留する個体などの少数個体の挙動によって大きく左右されると考えられる．

1987年度以降の７年間は観察日数を著しくふやしたので，これらの少数個体の影響を取り

除くことが可能であった．そこで便宜的に10羽を基準にして，出現数がその値よりも連続

的に増加または減少しはじめる日の日付けも求め，「個体群渡来開始日」および「個体群

渡去終了日」とした．そしてこの両者のあいだの期間を「個体群越冬期間」とした．また，

般大出現数の90％値以上の出現数のあった日付けの範囲を「ピーク期間」とした．

結果

１．越冬数の年変化

図２．図３に最大出現数と出現率の年変化を図示した．1976年１月の調査開始以来，毎

年本種の渡来が確認された．最大出現数は，1986年度までは13羽から81羽のあいだを変動

し（平均39.3羽，、＝12）少数個体の渡来が続いた．しかし1987年度には急激に増加して
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図２．曽根干潟において冬期に観察されたツクシガモの最大出現数の19年間の変動．
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図３．曽根干潟において冬期に観察されたツクシガモの出現率の19年間の変動．

Ｆｉｇ．３．AnnualfluctuationsintheoccurrencerateofwinteringCommonShelduｃｋｓｉｎｔｈｅ
Ｓｏｎ§ＴｉｄａｌＦｌａｔｆｒｏｍｌ９７５ｔｏｌ９９３．

279羽となり，1988年度に減少して110羽となったものの以後は再び増加しつづけ，1992年

度と1993年度には412羽および402羽に達した．出現率は，1986年度までは8.7％から56.5

％のあいだで大きく変動していたが（平均29.2％，、＝12)，1987年度には98.7％に急増し，

以後77.6％から100.0％までの高い割合を示した（平均89.4％，、＝7)．

２．越冬数の季節変化

各シーズンの初認日と終認日を表１に示した．

初認日は１０月26日から２月11日までの広い範囲で変化したが，おもに11月と12月に集中

していた．これらの記録のうち少なくとも1987年度と1993年度の記録は，いずれもその後

それぞれ47日間と20日間も本種の出現がみられないことから，通過個体によるものと考え

られる．

終認日も１２月29日から８月18日までの著しく広い範囲で変化したが，1986年度以前は３

月がもっとも多く，1987年度以降は４月以後の日付けであった．これらのうち，少なくと

も1989,1991,1993年度の記録は通過個体によるものと考えられる．なぜならそれらの日

付けは，それ以前にすでに出現がみられなくなってから，それぞれ63日後，５７日後，２７日

後に出現した記録だからである．1992年度の終認日は極めて例外的である．このときには，

５月25日に全個体群が１羽を残して渡去してしまった後，８月１８日までの86日間同一個体

と考えられる雌１羽が残留し，また５月31日から６月１７日まで雄１羽もみられた．

1987年度以降の７年間について越冬数の季節変化を図４に示した．出現パターンは，

1988年度と1989年度を除くと，いずれもピークのほぼはっきりした山型を示した．つまり，

季節の進行に伴い越冬数が順次増加していくが，ピークに達すると長くはそれを維持せず，

ほどなくして減少していった．これに対し，1988年度と1989年度は，ピークに達した後に，
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表１．曽根干潟での19年間にわたるツクシガモの初認日と終認日．

Table１．DatesoffirstandlastoccurrencesｏｆｔｈｅＣｏｍｍｏｎＳｈｅｌｄｕｃｋＴａｄｏｒＦｚａｔａｄｏｍａ

ｄｕｒｉｎｇｌ９ｙｅａｒｓｉｎｔｈｅＳｏｎ６ＴidalFlat．
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of
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Ｙｅａｒ

より低い値でほぼ安定している時期が長くみられた．また，渡来初期または渡去末期に少

数個体がlか月かそれ以上連続して出現する場合が，７年間に渡来初期で３年，渡去末期

で４年みられた．

表２に1987年度以降の「個体群渡来開始日｣，「個体群渡去終了日｣，「個体群越冬期間｣，

｢ピーク期間」などを示した．渡来開始日は12月３日から１月１０日のあいだで変化したが，

1987年度と1989年度を除いた５年間は，１２月３日から12月11日のあいだでかなり安定して

いた．渡去終了日は３月23日から５月22日までの２か月間もの範囲で大きく変化した．こ

の渡去日の変化を反映して，越冬期間の長さも91日から169日まで大きく変化した．そし

て，最近の４年間はそれ以前の３年間に比べて越冬期間が長くなる傾向がみられた．渡来

開始日からピーク期間に達するまでの日数は23日から71日で，これもまた，最近の４年間

はそれ以前の３年間に比べて長い傾向がみられた．ピーク期間は，出現パターンの異なる

1988年度と1989年度を除くと（図４），１８日から31日で特に最近の４年間は１８日から24日

とほぼ同じ値を示した．ピーク期間後，渡去終了日までの日数は26日から92日のあいだで

大きく変化した．

渡来パターンの概略を示すために，比較的安定した値を示す最近の４年間について平均

値を求めた．その結果，個体群渡来開始日は12月８日，ピーク期間は２月５日から２月２５

日まで，個体群渡去終了日は４月19日であった．個体群越冬期間の日数は133.8日間で，
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表２．曽根干潟でのツクシガモ個体群の越冬期間．

個体群としての渡来開始日・渡去終了日は，便宜的に，出現数の連続的な変化が10羽以上または以下になった日付けとした．

ピーク期間は，そのシーズンの最大出現数の90％値以上がみられる期間とした．

Table２．WinteringperiodsofthepopulationofCommonShelducksTadornatadomaduringl987-1993intheSon6TidalFlat・

ThedateoffirstarrivalorlastdepartureofthepopulationisthedaywｈｅｎｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｏｂｓｅｒｖｅｄＣｏｍｍｏｎＳｈelducksreachedlObirdsontheir
fluctuations・

Thepeakperiodmeanstheonewhenthemaximumnumber,whichｗａｓ９０％andabove,wasreached．
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個体群渡来開始日からピーク期間開始までが59.0日，ピーク期間の日数が21.3日，ピーク

期間後個体群渡去終了日までの日数が53.5日であった．

考察

１．越冬数の年変化

曽根干潟でのツクシガモの最初の確認記録は，岡山速俊氏による1971年１月の５羽の記

録である（岡山私信)．それ以後，同干潟での本種の出現記録は，本報告の1975年度の記

録までは知られていない．それ以降の本種の最大出現数と出現率は，1986年度までは平均

で39.3羽および29.2％の低い値で変動していたが，1987年度にともに急激に増加し，１９９０

年度以降の４年間についてはともにほぼ安定した値を示し，平均で385羽および91.9％と

なった（図２，３)．つまりこのあいだ，渡来数は約１０倍に増加するとともに，これまで

は時々しか干潟を利用していなかったものが常時利用するようになったのである．

この変化の原因についてはいくつかの可能性が考えられる．

まず第１に考えられる原因としては，曽根干潟全域を含む海面1,050ｈａと干潟背後の陸

地1,310haの合計2,360haが，1986年11月15日から1996年11月14日までの期間，銃猟禁止区

域に指定されたことがあげられる．渡来数の急増はこの区域指定の１年後に生じている．

1986年以前には同地域は鳥類保護上何の措置もとられてこなかった．一般に，狩猟期間に

なると，銃猟の危険のない地域へ周囲からカモ類が集中することは広くみられている．区

域指定当時ツクシガモは狩猟烏に含まれていなかったが（環境庁自然保護局1979)，この

指定によって，密猟や誤射による死亡の危険の減少および銃声の聞こえない静かな環境の

出現という観点から，同干潟が本種にとって好適な越冬地となった可能性は十分に考えら

れる．しかし，そのことが越冬数の急増に直接関係したとは考えにくい．なぜなら，曽根

干潟周辺では数１０羽規模の越冬地すらも知られておらず，急激な増加分に見合う個体数の

供給源が周囲に存在していなかったと考えられるからである．

第２番目に考えられる原因としては，干潟の底質環境の変化があげられる．同干潟では

1989年度頃からズグロカモメの越冬数が急に増加するようになった（武下ほか1993)．ズ

グロカモメの越冬環境は主として泥質の干潟で，そこに生息するカニ類をおもな食物とし

ている（ブラジル1993,Brazil＆Mooresl993，武下ほか1993)．またツクシガモの越

冬環境は，イギリスおよびアイルランドでは主として泥質の干潟で，小型の貝類，ゴカイ

類，アオノリ類などを食物としている（Lackl986)．わが国でも有明海北部および西部

に分布が集中しているように，特に泥質干潟に生息している（西田1962，柿田1971,清

棲幸保1978)．ツクシガモの曽根干潟での越冬数の急激な増加は1987年度にはじまり，ズ

グロカモメのそれより２年ほど早い．しかし，1975年度からの両種の越冬数の年変化をみ

ると，ほぼ同時期に両種の著しい増加が生じたとみてもさしつかえないであろう．地元の

住民によると曽根干潟は以前に比べ底質が泥質化したといわれる．もしそうであるならば，

泥質化は干潟の底生生物相を変化させ，ツクシガモやズグロカモメにとって好ましい採食

環境を広げ，両種の渡来数の増加をもたらした可能性が考えられる．しかし仮に泥質化が

生じたとしても，そのこと自体が両種の渡来数を直接に増加させた原因とは考えにくい．

なぜならば，以前から泥質の干潟がある諌早湾でも，最近ツクシガモとズグロカモメの越

冬数が以前に比べ増加しているからである．最初に記したように，諌早湾ではツクシガモ
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は1970年代はじめまでは800羽前後が越冬していた．しかしその後，渡来数は1983年には2

67羽，1986年には188羽へと減少したが（鴨川1989)，1990年代になってからはその数は

増加傾向にあるようで，1994年２月には388羽が記録されている（武下未発表)．ズグロ

カモメについては，諌早湾を含む有明海で1991年度以降になって，これまでに例をみない

多数の個体が確認されるようになっている（Brazil＆Mooresl993，武下ほか1993)．

第３番目に考えられる原因としては，近隣諸国の環境変化に伴う越冬地の変更の可能性

があげられる．この点については，ズグロカモメで，日本での最近の渡来数の急増に関係

して若干の論議がなされている（Brazil＆Mooresl993，武下ほか’993)．しかし，それ

を証拠づける直接的なデータが欠けている．ツクシガモについても，同様の観点から検討

するために，今後海外の越冬地についての情報収集および現地調査が必要とされる．

なお，冬鳥については，寒波の一時的な襲来や冬期の全般的な寒冷化により，越冬場所

を南方へ変更することはありそうなことである．しかし，曽根干潟に隣接する北九州空港

測候所の過去20年間の冬期の気温の記録からは，最近の気象状況にそのような兆候はみら

れず，むしろ逆に明らかな温暖化傾向が示されている．このことから気象環境の変化はツ

クシガモの最近の急激な渡来数変化には関係していないものと考えられる．

２．越冬数の季節変化

ツクシガモの曽根干潟での初認日と終認日は年によって大きく変化した（表ｌ）．これ

らの日付けは通過個体や，早期に渡来する個体や，残留個体に大きく影響されていたので，

便宜的な方法によってそれらの影響をとり除き，本種の越冬数の季節変化の基本的な特徴

を把握した（表２)．比較的安定した値を示す最近の４年間については，平均的には，越

冬個体群の大部分は，１２月上旬に渡来しはじめ，２月上旬から下旬の間はピークを維持し，

４月中旬に渡去を終えた．本種の主要な渡来地である諌早湾においては越冬数の季節変化

の詳細は知られていない．しかし800羽前後が渡来していた1971年度以前には，２０羽前後

を渡来・渡去の判断の基準にすると，１１月１０日過ぎに渡来がはじまり，１２月下旬から１月

上旬にピークに達し，２月中旬から数が減りはじめ，４月20日前後に渡去したという（柿

'111971)．これと比べると曽根干潟では，渡来開始とピークに達する時期はlか月かそれ

以上遅く，ピークを維持している期間はlか月ほど短く，渡去が終わる時期はほぼ一致し

ている．曽根干潟への本種の集中的な渡来はまだ年数が少なく，今後渡来パターンの変化

も予想され，渡来開始時期の早期化とピーク期間の長期化が生じるかもしれない．
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要約

1.1976年１月から1994年８月まで，福岡県北九州市の曽根干潟で越冬するツクシガモの個体数調査

を行なった．

２．個体数は，1975年度から1986年度までは13羽から81羽のあいだを変動したが，1987年度からは

急激に増加し，1992年度と1993年度には400羽を越えた．

３．１２月から４月までのあいだの出現率は，1986年度までは8.7％から56.5％のあいだで大きく変動
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していたが，1987年度から急増し，1993年度まで77.6％から100.0％までの高い割合を示した．

4．越冬数の季節変化を示す日付けを比較的安定した値を示す最近の４年間についての平均日として

もとめた．平均渡来開始日は12月８日，個体数が安定している期間は２月５日から２月25日まで，

平均渡去終了日は４月19日であった．

5．越冬数の急増の，ズグロカモメとの類似性を指摘し，原因について考察した．越冬数の季節変化

については，過去の諌早湾でのそれと比較し，今後渡来開始時期の早期化とピーク期間の長期化が

生じる可能性が考えられた．
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